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孟

子

の
「
氏
本
説
」
に

つ
し、

て

天
子
の
地
位
は
、
」
お
よ
び
そ
の
具
般
的
行
筋
者
で
あ
る
「
民
」

法一

の
支
持
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
、
と
一
市
子
が
設
い
た
こ
と

は
、
氏
本
設
の
主
張
と
し
て
従
来
か
ら
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
き
た
が
一
そ
の
議
心
下
に
は
、
「
一
五
子
問
、
民
第
費
、
日
紅
稜
次

之
、
一
羽
錦
騒
い
と
い
う
ふ
う
に
、
は
っ
き
り
と
天
下
に
お
い
て
民
が

傘
J

ば
れ
る
べ
き
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
天
子
で
あ
る
た
め
に
は

「
衆
民
」
の
支
持
を
必
要
と
す
る
が
、
天
子
ば
か
り
で
な
く
、
諮

侯
、
大
夫
に
お
い
て
も
ま
た
間
接
的
な
が
ら
そ
の
支
持
を
必
安
と

す
る
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
波
書
も
ご
く
自
然
に
出
て
く
る
の
で

あ
る
。
「
諸
侯
危
枇
桜
、
別
幾
輩
。
犠
牲
段
成
、
楽
盛
段
紫
、
祭
紀

以
時
c

然
部
卑
乾
水
漁
、
刻
一
設
置
社
稜
よ
(
設
心
下
)
こ
こ
で
は
天

子
を
幾
え
る
こ
と
に
は
直
接
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
梁
慈
王
下
に
の
ベ

設
問

ら
れ
る
湯
、
武
の
梨
、
約
放
伐
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
地
位
を
縫

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

支
配
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
!
グ
で
あ
っ
た
孟
子
の
、
そ
の
い
わ
ゆ
る

と
は
ど
う
い
う
主
張
な
の
か
、
思
想
史
的
に
み
て
ど
う

輿
え
る
べ
き
な
の
か
ー
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た

し、 L、

一回向

橋

均

〔
注
二
寓
誌
上
、
五
、
六
。

〔
法
一
一
〕
孟
子
の
氏
本
間
以
怒
は
、
こ
と
孟
子
を
論
ず
る
人
は
必
ず
論
及
し
て

い
る
と
い
え
る
く
ら
い
で
あ
る
。
が
従
前
は
や
や
も
す
る
と
民
主
的
思
想
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
ば
の
も
と
に
す
ま
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を

詳
細
に
追
求
し
た
も
の
と
し
て
、
震
津
俊
郎
「
一
晶
子
・
獄
裁
的
民
，
本
主
義
革

命
誌
」
ヘ
原
始
端
一
家
思
想
と
経
向
学
第
一
部
原
始
犠
家
思
想
)
が
あ
る
。
氏

¥
l
ノ

は
、
一
応
子
が
貴
族
支
配
階
訟
の
存
績
是
認
の
も
と
に
、
人
民
の
利
径
の
保
護
、

5
寸

t
A

人
民
の
怠
志
の
雰
翠
を
強
制
し
た
と
し
て
「
君
主
が
総
て
の
能
力
の
集
中
機
(

関
た
る
溺
裁
政
治
下
に
あ
っ
て
は
、
君
主
を
過
し
て
の
E

参
政
は
事
質
上
政
治

の
全
領
域
に
及
び
得
る
が
故
に
、
現
在
の
所
諮
問
接
民
主
主
義
に
針
し
て
直

接
畏
主
主
義
的
形
態
に
近
似
こ
そ
す
れ
、
強
大
氏
擁
を
肯
定
す
る
根
本
思
想

に
於
い
て
は
全
く
選
ぶ
所
は
無
い
。
」
(
問
書
一
二
六
一
氏
〉
と
の
ベ
る
。

中
関
の
許
伎
に
は
大
別
し
て
こ
つ
の
す
一
場
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば

梁
昏
路
江
嘗
特
別
~
お
汁
る
進
歩
的
主
張
で
あ
っ
た
と
し
て
「
一
五
子
の
主
張

は
、
日
紅
禽
心
人
民
の
い
山
崎
況
、
あ
る
い
ほ
客
観
的
事
寅
に
よ
っ
て
設
か
れ
て
い

る
。
こ
の
主
張
は
口
氏
本
思
想
に
富
み
、
あ
る
て
い
ど
唯
物
論
的
色
影
を
も
っ

て
い
る
守
一
五
子
は
裳
時
の
託
古
の
影
響
を
う
け
た
た
め
、
先
ま
に
法
っ
と
る

こ
と
を
主
張
し
、
に
つ
、
復
古
的
色
彩
も
つ
よ
い
が
、
賞
質
的
に
は
救
世
的
作

用
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
:
:
民
主
思
想
こ
そ
孟
子
の
進
歩
的
思
想
で



あ
る
ご
と
の
ベ

71
一
方
、
湯
一
介
は
反
動
的
主
張
で
あ
っ
た
と
し
て
「
軍

手
は
、
決
奴
制
度
の
核
心
を
保
存
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
さ
か
ん
に
H

民
筋

張
H

H

m

山パ{民間保
υ

な
ど
と
主
張
し
た
、
が
い
ず
れ
も
現
究
社
舎
の
根
本
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
全
般
的
に
み
て
、
京
子
の
政
治
思

想
は
保
守
的
で
あ
っ
た
。
」
と
の
べ
る
(
「
騎
手
孟
子
思
想
的
討
論
」
光
明
日
報

・
六
了
九
・
一
九
、
接
術
動
態
〉

侯
外
臨
編
者
「
中
関
思
想
泊
史
」
は
、
一
九
四
九
年
版
で
は
、
一
直
子
の
輝
し

い
命
題
で
「
古
代
的
民
主
」
(
問
書
一
ニ

O
六
一
氏
〉
と
高
い
許
伎
を
閣
内
え
て
い
る
が
、

五
七
年
阪
で
は
許
伎
を
縫
え
て
「
:
:
:
従
後
一
結
震
来
、
設
子
的
思
想
在
一

定
的
後
件
之
下
有
蒼
震
一
説
人
民
的
悶
索
」
ハ
間
部
一
同
程
一
、
一
一
一
九
二
支
〉
と
の
べ

る
に
止
ま
る
。

〔
注
一
ニ
〕
是
故
得
乎
丘
民
市
偲
仰
天
子
、
得
乎
天
子
矯
諸
侯
、
得
乎
諸
侯
倒
的
大

夫
(
識
心
下
〉

湯
放
梨
、
武
主
伐
約
、
有
諸
。
託
子
針
回
、
於
惇

有

之

。

回

、

可

乎

。

巴

、

M
M
仁
者
諮
之
獄
、
賊
義
者
認
JL
残。

残
賊
之
人
弱
之
一
夫
。
開
株
一
点
八
'
約
突
、
米
関
試
君
也
。
〈
深
窓
王
下
)

こ
の
間
怒
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
検
討
を
必
要
と
す
る
の
は
「
民
」

と
い
う
こ
と
ば
が
示
し
て
い
る
笈
質
的
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
梁
葱
王
上
、
公
孫
丑
上
な
ど
の
絞
述
か
ら
「
商
賢
一

「
行
放
」
「
耕
者
」
が
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
、
ま
た
「
庶
民
い
と
か
「
小
人
」
と
か
ぺ
野
人
」
な
ど
と
呼

注一

ば
れ
て
、
被
支
配
階
級
を
形
づ
く
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
劉
し
て
、

す

な

わ

ち

・

諸

侯

・

郷

大

夫

・

が

い

て

常

時

の

支
配
階
級
を
構
成
し
て
い
コ
孟
子
は
、
天
下
を
構
成
す
る
君
・
諸

侯
・
熔
大
中
十
〈
・
十
了
民
の
問
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
認
め
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
一
新
・
卿
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
市
内
意
下
に
次
の
よ
う

な
絞
逃
が
み
え
る
。
「
湾
笠
王
間
刻
。
孟
子
日
、
王
何
錦
之
尚
也
。

王
呂
、
卿
不
同
乎
。
回
、
不
問
。
有
賞
成
之
錦
、
有
呉
成
之
倒
。
一
こ
浅一一一

の
安
成
之
朔
・
呉
成
之
卿
と
は
、
越
岐
の
、
注
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

内
外
の
親
族
の
卿
と
有
徳
で
卿
と
な
っ
た
者
と
の
遠
い
で
あ
る
。
孟

子
は
島
民
戚
の
胸
、
す
な
わ
ち
君
と
血
飲
関
係
に
あ
る
卿
に
つ
い
て
、

一
ー
君
有
大
治
則
一
課
、
反
覆
之
、
而
不
脳
部
、
制
川
〔
回
初
位
一
と
い
い
、
ま
た

思
(
戚
の
郷
、
す
な
わ
ち
血
縁
関
係
を
も
た
な
い
卿
に
つ
い
て
は
ベ
君

有
越
知
授
、
反
間
後
之
、
市
不
紫
、
別
去
'
一
と
い
う
c

賛
成
の
櫛
は
、

君
に
で
穴
遡
」
が
あ
る
場
合
に
は
諌
め
る
が
、
そ
れ
が
聞
き
入
れ
ら

れ
な
い
時
に
は
、
君
を
交
法
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
た
い

し
、
呉
成
の
胸
は
、
一
諌
め
て
陪
き
入
れ
ら
れ
な
い
時
に
は
、
貴
成
の

卿
と
ち
が
っ
て
、
白
か
ら
、
君
院
関
係
を
紹
っ
て
そ
こ
か
ら
去
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
相
違
は
、
血
縁
関
係
の
有
無
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
こ
の
前
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
安
政

・
呉
成
の
郷
と
も
、
君
と
の
問
に
君
民
関
係
が
立
す
る
た
め
に
は
、

つ
ね
に
一
つ
の
僚
件
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
族
件

と
は
、
君
が
、
ま
ず
君
と
し
て
の
正
し
い
行
伺
仰
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
、
こ
の
篠
件
が
充
た
さ
れ
て
は
じ
め
て
一
布
院
間
関
係
は

成
立
す
る
。
こ
れ
は
た
ん
に
、
君
と
卿
と
の
間
ば
か
つ
で
は
な
い
。
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た
と
え
ば
、
離
婁
下
に
「
一
市
子
日
、
無
罪
部
殺
士
、
別
大
夫
可
以
去
、

無
罪
荷
数
氏
、
別
土
可
以
徒
、
0

」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
夫
と
土
と
の
場

合
も
同
様
で
あ
る
。
大
点
〈
と
土
と
の
場
合
も
ま
た
大
夫
は
大
夫
と
し

て
の
行
動
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
僚
件
の
下
に
大
夫
と
土
と
の
関
係
が

成
り
立
っ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
君
・
卿
大
夫
・
土
の
間
に
…
r
旬
以
関

係
が
成
立
す
る
た
め
に
は
一
つ
の
篠
件
を
必
要
と
す
る
が
、
も
し
そ

の
篠
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
震
鹿
関
係
を
破
蒸
す
る
自
由

が
許
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
破
楽
す
る

自
由
が
あ
る
こ
と
は
注
自
し
て
い
い
か
と
思
う
。

君
・
諸
侯
・
卿
大
夫
・
土
の
間
に
成
立
す
る
君
臨
関
係
に
は
、
必

ず
し
も
結
射
的
・
一
方
的
な
服
従
は
必
要
と
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

離
翼
下
に
よ
れ
ば
、
需
に
針
す
る
民
の
態
度
は
、
随
に
到
す
る
君
の

態
度
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
と
い
う
。
君
と
民
と
は
、
つ
ね
に
、
腹

心
と
手
足
の
間
が
ら
と
は
限
ら
な
い
。
土
芥
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
、

浅
間

議
僚
の
よ
う
に
射
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
民
は
君
に
射

し
て
自
主
性
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
践
と
い
う
立
場
に
制
約
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
民
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
、
民
に
つ
い
て
も
、
君
・
郷

'
土
の
間
に
存
在
し
た
よ
う
な
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
カ
。議子
は
、
天
下
に
君
た
る
も
の
、
民
に
仁
政
を
施
す
べ
き
こ
と
を
再

一
一
一
に
わ
た
っ
て
説
い
て
い
る
。
君
で
あ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
民
を
保

護
し
氏
の
信
哲
一
一
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
殻
的
に
い
う
と
、
そ

れ
は
、
経
界
を
正
す
こ
と
で
あ
り
、
民
に
射
し
て
刑
罰
を
少
く
し
、
税

金
を
磁
く
し
、
農
事
に
務
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
々
の
生
活
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
行
い
う
る
君
に
は
、
水
ぬ
川
主
力

が
低
地
に
つ
く
よ
う
に
民
は
鍔
服
す
る
。
こ
れ
が
仁
政
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
君
、
が
一
た
び
仁
者
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の

君
と
の
間
に
は
極
度
の
依
務
関
係
が
成
立
す
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
「
孟
子
臼
、
覇
者
之
氏
、
縫
底
如
也
。
王
者
之
民
、
鵠
鵠
如

也
。
殺
之
市
不
怨
、
利
之
而
不
席
。
f

一
(
悲
心
上
〉
と
あ
る
。
務
者
の

氏
、
が
、
そ
の
思
惑
を
表
面
に
出
し
て
喜
ぶ
の
に
到
し
、
王
者
の
民
は
、

経
針
的
な
心
服
を
下
す
と
い
う
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
も
い
わ
れ

る
。
一
一
五
子
回
、
以
侠
道
使
氏
、
般
労
不
怨
、
以
生
道
殺
氏
、
焼
死

不
怨
殺
者
」
〈
牽
心
上
)
い
く
ら
「
労
。
一
せ
ら
れ
て
も
、
ま
た
殺
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
で
も
、
然
る
べ
き
理
由
さ
え
あ
れ
ば
「
怨
」
の
生
ず
る

絵
地
は
な
い
。

以
上
に
指
摘
し
た
君
・
医
と
君
・
民
を
結
ぶ
関
係
の
差
異
は
、
何

が
原
因
と
な
っ
て
生
ま
九
H

て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

意
心
上
に
、
「
孟
子
回
、
待
文
玉
市
一
後
輿
者
、
凡
民
也
。
若
夫
豪

傑
之
士
、
経
無
女
王
猫
輿
。
」
と
あ
る
。
庶
民
と
す
ぐ
れ
た
土
と
を
区

別
す
る
の
は
、
文
王
の
よ
う
な
仁
者
の
「
大
化
」
を
必
要
と
す
る
か

注
六

ど
う
か
で
あ
る
。
庶
民
が
つ
ね
に
仁
者
の
「
大
化
」
を
必
要
と
し
、

そ
う
し
て
は
じ
め
て
普
選
に
向
う
こ
と
が
で
き
る
の
に
た
い
し
、
一

方
の
土
は
、
自
力
で
身
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
無
一
恒
産
市
有

寝
心
者
、
惟
土
魚
能
、
若
民
刻
無
恒
産
、
間
無
恒
心
。
」
(
梁
恵
上
)
こ

( 17 ) 



の
文
に
よ
る
と
、
氏
は
士
っ
て
、
恒
産
が
無
け
れ
ば
恒
心
を
保

ち
え
な
い
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
た
め
に
は
、
保
護
を
加
え
て
恒
産
を

保
殺
し
憾
癒
を
保
て
る
よ
う
に
し
む
け
る
心
安
が
あ
る
。
で
は
民
は

な
ぜ
慌
産
が
な
い
と
慢
心
を
保
ち
え
な
い
の
か
。

そ
の
部
婆
下
に
、
「
記
子
問
、
人
之
所
以
呉
於
禽
獣
者
幾
希
。
庶

民
去
之
、
君
子
存
之
よ
と
あ
る
。
こ
の
ご
庶
民
は
こ
れ
を
去
り
、
君

子
は
こ
れ
を
存
す
る
い
も
の
が
何
ん
で
あ
る
の
か
問
題
と
な
る
が
、

後
文
に
つ
舜
明
於
庶
物
、
察
於
人
倫
、
忠
仁
義
行
、
非
行
仁
義
也
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
仁
義
を
指
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
っ
と
す
れ
ば
、
庶
民
が
去
っ
、
時
的
手
が
存
し
て
い
る
も
の

が
仁
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
じ
離
婁
下
に
は
「
混
子
日
、

君
子
所
以
思
(
於
入
者
、
以
其
存
心
也
。
君
子
以
仁
存
心
、
以
磁
存
心
い

と
記
さ
れ
て
い
る
。
粒
子
は
、
つ
ね
に
「
仁
'
礎
ご
ゼ
心
に
か
け
て

い
る
。
こ
の
ぺ
仁
・
磁
」
を
心
に
か
け
て
い
る
か
夜
か
が
っ
君
子
」

と
「
人
い
と
を
m
批
円
な
ら
せ
る
所
質
問
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
君
子
と
庶
民
と
を
差
別
し
て

い
る
も
の
に
枝
問
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
布
。
諮
侠
e

卿
大
夫
・
士
の
間
に
、
前
述
し
た
よ

う
な
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
の
も
、
外
な
ら
ぬ
そ
れ
ら
の
人
々
が

本
然
的
に
仁
設
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
、
た
ろ
う
か
つ
七
設
を

備
え
て
い
る
人
々
だ
か
ら
民
こ
そ
、
相
互
に
仁
義
'
を
組
一
帯
と
し
て
君
ロ

係
七

関
係
が
成
立
し
、
ぺ
破
棄
す
る
'
日
出
を
も
っ
た
お
医
関
係
」
が
成
ム
げ

し
た
の
で
は
な
い
か
の
だ
か
ら
、
こ
の
(
破
棄
す
る
自
由
を
も
っ
た

君
院
関
係
」
る
た
め
に
は
、
大
き
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
ま
た
、
こ
の
差
が
庶
民
が
君
子
と
ち
が
っ
て

被
保
護
者
と
み
な
さ
れ
る
理
由
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

主
L
7
ノ

本
然
的
に
仁
義
を
紋
い
て
い
る
は
ず
の
民
に
期
す
る
認
識
が
、
恒
産
一

が
な
け
れ
ば
恒
心
を
保
ち
え
な
い
と
い
う
差
を
生
ず
る
の
で
あ
り
、

文
互
の
感
化
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
普
遂
に
向
う
こ
と
が
で
き
る
と
の

べ
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
君
・
民
間
に
は
、
君
・
恵
問
仰

に
み
ら
れ
た
よ
う
な
関
係
が
成
つ
立
つ
は
ず
、
が
な
い
。
そ
れ
に
代
っ

て
、
君
は
仁
を
敏
い
て
い
る
民
を
保
護
す
る
と
い
う
関
係
が
成
立
し
、

民
は
仁
者
で
あ
る
君
に
は
紹
針
な
服
従
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

天
下
を
構
成
し
て
い
る
、
君
・
諸
侯

-m大
夫
・
土
・
民
の
関
係

が
以
上
に
の
べ
た
よ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
民
は
天
下
に
お
い
て
は
、

そ
の
主
鐙
性
を
喪
失
し
た
存
在
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

同

O

Jλ 
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、
第
政
不
難
c

不
得
罪
於
玄
室
。
五
出
一
日
記
之
所
慕
、
一
蹴

慕
之
、
一
路
之
所
茶
、
天
下
茶
之
。
故
一
部
然
徳
教
溢
乎
四
海
。

(
離
葉
下
)

こ
こ
に
は
、
君
の
治
政
に
樹
、
す
る
判
断
が
、
玄
室
、
す
な
わ
ち
緊
締

役
九

大
夫
乙
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
設
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
君

の
治
政
は
、
直
接
一
二
J4E髭
に
ま
で
及
ぶ
た
め
で
あ
る
c

設
然
の
こ

と
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
は
氏
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
(
迭

を
下
段
と
し
て
、
京
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
に
一
闘
の
支
持
が
あ
り
、

一

閣

の

の

支

持

が

集

中

す

る

の

で

あ

る

。

同

じ

く

離

裳



上
の
孟
子
日
、
人
有
恒
一
一
一
一
口
、
皆
同
天
下
関
家
。
天
下
之
本
在
閥
、
関

之
本
在
家
、
家
之
本
在
身

と
い
う
一
文
は
、
こ
れ
を
よ
り
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
思
う
。
こ

注
一

O

の
「
家
」
と
は
、
や
は
り
越
絞
の
い
う
よ
う
に
、
卿
大
夫
を
指
す
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
G

す
る
と
こ
の
文
も
、
前
文
と
同
じ
よ
う
に

天
下
が
駒
大
夫
の
家
を
本
に
し
て
い
る
こ
よ
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
天
下
に
お
い
て
、
主
位
性
を
も
っ
構
成
者
は
、
君
・

務
侯
・
駒
大
夫
・
土
ま
で
で
、
民
は
排
除
さ
れ
て
そ
の
保
護
下
に
あ

る
、
と
す
る
の
が
、
京
子
の
瑚
解
で
は
な
い
か
と
思
う
。

〔
注
一
〕
人
ザ
モ
護
政
施
仁
、
使
天
下
位
者
背
欲
立
於
王
之
朝
、
耕
者
皆
欲
耕

於
主
之
野
、
山
肉
質
皆
欲
減
於
王
之
市
、
行
総
背
欲
出
於
正
之
漁
…
…
:
:
:
(
深

窓
主
上
〉

説
子
問
、
味
料
以
使
能
、
俊
傑
荘
位
、
別
天
下
之
士
山
宵
役
、
一

m際
立
於
其

鞠
失
。
市
、
接
出
不
徒
、
法
部
不
峰
、
別
天
下
之
尚
梓
悦
、
市
願
綴
於
呉

市
突
び
閥
、
議
…

m…
小
紅
、
別
天
下
之
政
背
挽
、
一
期
限
出
於
其
路
突
。
耕
者
、

助
市
不
税
、
別
天
下
之
氏
持
悦
、
市
級
魚
之
限
定
〈
C

(

公
孫
丑
上
)

た
だ
こ
こ
で
性
怠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
右
の
例
文
に
よ
れ
、
ば
、

土
(
仕
者
)
も
高
貨
や
耕
者
と
一
一
緒
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
土
に
は
「
壬
之
朝
一
と
い
う
こ
と
、
ま
た
悶
倒
産
に
一
石
期
大
夫
士
一
な
ど
と
い

う
ふ
う
に
、
士
と
駒
大
夫
と
を
併
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
営

で
に
士
と
民
と
に
明
瞭
な
義
別
が
か
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
の

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
駄
に
つ
い
て
、
呂
接
調
氏
が
孟
子
の
「
民
」
を
仕
者
・
耕
者
・

行
政
と
し
て
、
新
興
封
建
地
主
階
級
で
あ
る
と
し
、
「
小
人
」
を
決
奴
と
し
て

い
る
が
、
は
た
し
て
そ
う
、
た
ろ
う
か
。
孟
干
の
「
民
」
と
「
小
人
」
と
は
向
一
者

を
さ
し
、
「
士
」
を
除
外
し
て
、
被
支
配
者
附
級
の
人
々
で
あ
る
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
と
思
う
。
(
参
照
、
中
関
政
治
思
想
史
、
第
五
鰐
第
四
葉
波
落

期
封
建
僚
主
的
政
治
的
常
設
一
九
五
頁
)

ま
た
揚
後
間
氏
の
よ
う
に
「
民
」
と
は
奴
隷
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
民
を
さ

し
、
蛍
時
の
奴
隷
は
「
保
」
と
よ
J

ば
れ
て
い
た
ハ
参
問
、
中
関
古
代
思
想
史
、

第
六
意
ニ
孟
子
的
思
想
関
於
民
興
取
)
と
い
う
訟
も
あ
る
が
、
「
民
」

と
「
鼠
」
と
に
直
別
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

呂
・
楊
一
間
氏
の
よ
う
に
、
「
民
」
を
蛍
時
の
一
新
興
地
キ
一
階
級
と
か
自
由
民
に

あ
て
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誌
子
の
民
本
訟
を
こ
れ
ら
新
興
階

級
の
立
場
に
た
つ
思
想
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

〔
注
一
口
参
照
増
淵
龍
夫
筑
障
害
房
版
批
界
の
歴
史
問
所
牧
・
「
左

停
の
す
…
界
・
公
と
大
夫
と
土
」

む
さ
ニ
〕
越
注
目
、
志
子
問
、
卿
一
小
向
。
資
成
之
卿
、
認
内
外
親
族
也
。
呉

姓
之
卿
、
制
一
同
有
徳
命
第
三
卿
也
。

〔
持
比
四
)
~
弘
子
告
務
玄
主
日
、
君
之
税
君
如
手
足
、
則
臣
蔵
君
如
腹
心
。
君

之
税
思
如
犬
潟
、
別
直
視
君
如
閤
人
。
君
之
税
毘
如
土
芥
、
則
臣
蹴
君
如

窓
儀
。

〔
注
五
〕
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夫
仁
政
必
自
経
界
始
(
際
文
公
と
)

地
方
古
車
市
可
以
王
。
王
如
施
仁
政
於
氏
、
省
刑
期
、
一
詩

位

者

以

暇

問

、

入

以

事

共

父

兄

:

へ
梁
窓
主
上
)

議
水
之
就
下
、
数
之
走
壊
也
。
〈
離
裳
上
)



八
一
法
ム
ハ
〕
凡
山
内
無
高
知
者
也
。
故
須
文
主
之
大
化
、
乃
能
自
輿
恕
以
趨
替
選
。

紫
夫
豪
傑
才
知
千
高
於
凡
人
者
。
ハ
越
岐
注
)

主
念
孫
康
雅
琉
校
一
戸
、
:
・
;
高
誘
注
去
、
丸
投
山
一
・
庶
草
也
c

以
此
準
之
、

別
凡
民
強
去
庶
民
。
(
焦
循
・
孟
子
正
義
〉

〔
、
出
七
〕
孟
子
日
、
府
下
位
不
以
緊
事
不
符
者
、
伯
実
也
、
五
就
湯
、
五
就

従
者
、
伊
タ
也
、
不
怒
汗
君
、
不
僻
小
官
者
、
椀
下
葱
也
。
一
二
子
者
、
不

問
道
其
趨
一
也
。
一
者
何
也
。
日
仁
也
、
君
子
亦
仁
市
己
突
〈
北
口
子
下
)

こ
れ
に
関
連
し
て
、
中
関
思
想
趨
史
が
、
「
仁
は
君
子
が
奪
訴
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
定
義
で
あ
り
、
不
仁
は
被
統
治
者
階
叡
が
奴
役
を
受
け
る
理

由
で
あ
る
O
L
(

程
一
、
一
一
一
八
七
!
八
頁
)
と
の
べ
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
な
ろ

〉
門

/
O

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
民
に
お
い
て
は
性
凶
器
開
設
が
成
立
し
な
い

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
泣
子
の
思
想
に
お
け
る
単
な
る
矛
盾

な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
性
善
説
に
も
限
界
を
一
認
め
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う

か
、
さ
ら
に
分
析
を
必
要
と
す
る
。

〔
性
九
〕
五
室
、
大
家
也
。
詔
賢
胸
州
大
夫
之
家
。
〈
組
蚊
注
)

2
0
)
天
下
問
天
子
之
所
主
、
関
認
諾
侯
之
閥
、
家
制
約
抑
大
夫
也
。

(
組
岐
注
〉

以
上
に
の
べ
た
よ
う
な
、
主
餓
性
を
夜
失
し
、
つ
ね
に
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
民
と
、
前
述
し
た
、
天
の
兵
般

的
行
録
者
と
し
て
天
子
の
地
位
を
泌
総
す
る
民
と
で
は
、
同
じ
く
民

に
つ
い
て
の
べ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
る
で
兵
な
っ
た
評
伎
の

し
か
た
で
あ
る
。
氏
に
つ
い
て
の
、
こ
の
二
つ
の
理
解
は
彼
の
忠
'
想

の
中
で
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
つ

結
論
か
ら
先
に
い
う
と
わ
た
く
し
は
、
一
見
、
の
伸
長
を

は
か
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
一
民
本
設
」
の
提
出
が
、
廷
は
本
然

的
に
仁
義
を
紋
き
、
つ
ね
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

理
解
と
そ
れ
ほ
ど
差
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ

表
裏
の
関
係
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
る
。

と
い
う
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
批
判
を
ま
た
な
け
れ
ば
生
を
全

と
う
し
え
な
い
民
に
裂
し
て
、
そ
の
生
を
保
護
し
う
る
能
力
'
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
、
君
で
あ
る
た
め
の
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
僚
件
で

あ
る
。
こ
の
民
生
を
保
援
す
る
こ
と
は
、
仁
の
具
鰻
的
行
筋
で
あ
っ

た
か
ら
、
君
と
は
ま
さ
に
天
下
に
お
け
る
最
高
の
仁
者
で
あ
り
、
そ

の
仁
者
は
全
て
の
民
を
保
護
し
う
る
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
あ
っ
た
。
離
裳
上
に
、
夏
殴
周
三
代
に
つ
い
て
、
天
下
を
得
た

の
も
失
っ
た
の
も
、
仁
を
得
て
い
た
か
否
か
で
あ
っ
た
、
と
の
べ
た

点
w
l
ζ

、
天
子
不
仁
、
不
保
四
海
。
諸
侯
不
仁
、
不
保
祉
税
。
郷
大
土
〈
不
仁
、

不
保
宗
一
級
。
土
庶
人
不
仁
、
不
保
闘
能
。

と
一
記
し
て
い
る
。
士
庶
人
の
仁
が
わ
ず
か
身
を
保
ち
う
る
だ
け
な
の

に
た
い
し
、
御
大
夫
の
そ
れ
は
宗
廟
を
、
諮
侯
の
そ
れ
は
批
判
伎
を
と
、

次
第
に
仁
の
及
び
う
る
範
関
を
鍛
大
し
て
、
つ
い
に
一
大
子
に
至
つ
て

は
四
海
を
保
ち
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
均
一
統
心
下
に
は
、

不
仁
市
得
観
者
有
之
八
一
矢
。
不
仁
市
得
天
下
、
来
之
有
也
。
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と
も
あ
る
c

協
の
公
に
は
不
仁
者
で
も
な
れ
る
か
も
れ
な
い
が
、
天

子
は
、
絶
対
不
仁
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

天
子
の
有
資
格
者
を
探
す
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
方
法
が
と
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
法
が
、
料
議
で
あ
り
、
父
子
縫
承
で

あ
り
、
放
伐
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
、
京
子
が
革
命
を
是
認
す
る

理
由
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
彼
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
天
子
は
、
天
子

で
あ
る
ま
え
に
、
天
子
に
ふ
さ
わ
し
い
仁
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
仁
者
で
あ
る
こ
と
の
読
し
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
が
、

震
の
被
保
護
者
で
あ
る
民
の
支
持
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

と
こ
ろ
で
、
「
氏
本
設
い
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
嘗
時
の

民
に
輿
え
ら
れ
て
い
た
役
割
り
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
緊
者
胆
(
民
並
耕
苅
食
、
務
残
市
治
い
と
い
っ
て
、
階
級
分
化
を

日
否
定
す
る
紳
産
者
許
行
の
徒
に
射
す
る
一
直
子
の
反
論
は
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
下
百
工
の
事
は
、
と
て
も
一
人
の
身
で
は

治
め
き
れ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
事
の
中
に
は
、
大
人
に
ま
か
さ
れ

る
事
、
小
人
に
ま
か
さ
れ
る
事
が
あ
る
と
し
て
、

故
田
、
或
労
心
、
或
鈴
力
。
労
心
者
治
人
。
傍
力
者
治
於
人
。
治

於
入
者
食
入
、
治
入
者
食
於
人
。
天
下
之
惑
義
也
。
〈
際
文
公
上
)

と
の
ベ
る
。
こ
こ
で
の
べ
ら
れ
る
、
鈴
心
者
l
治
人
日
食
於
入
、
労

カ
者
1
治
於
人
日
食
人
と
い
う
機
能
に
よ
る
分
化
は
、
示
、
子
に
お
い

て
は
ま
さ
に
天
下
の
ご
述
義
」
な
の
で
あ
る
3

そ
し
て
、
こ
こ
で
民

に
輿
え
ら
れ
て
い
る
役
割
っ
こ
そ
、
支
配
者
階
級
の
経
済
的
基
盤
を

形
作
る
も
の
で
あ
る
c

、
有
布
線
之
紅
、
来
米
之
征
、
カ
役
之
征
。
君
子
用
其
一
、

殺
其
一
一
、
用
其
二
、
而
民
有
孫
、
用
其
一
ニ
、
市
父
子
離
。
(
設
心

下
)
無
君
子
英
治
野
人
、
無
野
人
英
議
君
子
。
(
際
文
公
上
〉

こ
の
よ
う
な
民
の
位
誼
づ
け
は
、
支
配
者
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
!
〆

と
し
て
の
孟
子
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
蛍
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
立
場
か
ら
み
て
、
と
く
に
土
地
に
回
定
し
、
確
佐
久
に
「
布

線
之
征
・
架
米
J
4
狂
・
力
役
之
征
」
を
猿
何
で
き
る
農
民
は
、
も
っ

と
も
軍
航
さ
れ
る
べ
き
人
で
あ
っ
た
。

級
協
策
茶
策
に
、

桜
子
回
、
有
社
ハ
笈
一

m無
其
名
者
、
商
人
是
也
。
無
把
銚
推
…
栴
之
妙
、
〉

市
有
積
来
之
笠
、
此
有
允
ハ
寅
市
無
名
者
也
。
無
抵
(
貨
市
有
其
名
者
、
幻

農
夫
是
也
、
解
凍
市
耕
、
岡
本
背
市
耕
、
無
積
架
之
賞
、
此
無
其
寅
(

市
有
其
名
者
迎
。

と
あ
る
が
、
嘗
時
の
農
民
の
震
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。

「
其
笠
」
「
其
名
」
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、

民
に
は
寅
情
か
ら
は
ほ
と
速
い
名
目
的
な
優
逃
が
ふ
ん
だ
ん
に
輿
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
孟
子
、
が
、
一
氏
は
寅
く
、
君
は
騒
い
」
と

い
う
渓
一
一
一
一
向
に
し
て
も
、
実
に
戦
魁
策
に
の
べ
ら
れ
'
に
よ
う
な
賞
情
を

踏
ま
え
て
の
愛
吉
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

以
上
か
m

り
孟
7
7
の
一
氏
本
一
時
ご
と
は
、
や
問
時
の
一
一
一
伺
と
民
と
の
支
配

・
被
支
配
の
関
係
を
肯
定
し
、
そ
れ
を
支
配
者
の
立
場
に
た
っ
て
、

法
一

合
理
化
し
よ
う
と
し
た
、
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
c
だ
か
ら
、



と

い

の

中

に

、

に

よ

る

民

生

の

安

定

、

民

の
い
う
側
面
は
強
調
さ
れ
な
が
ら
も
、
民
の
側
か
円
り
す
る
民

自
身
の
楼
利
を
伸
一
作
ん
さ
せ
よ
う
と
寸
る
配
慮
が
、
ま
っ
た
く
欽
け
て

い
た
の
は
、
ご
く
議
り
前
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
る
ま
い
。

さ
い
ご
に
、
一

2
.

氏
本
設
一
が
蛍
時
の
拡
舎
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
鰯
れ
て
み
よ
う
。

そ
の
主
張
が
、
故
時
の
諸
侯
に
到
し
て
、
仁
政
を
施
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
済
的
手
段
を
奪
わ
れ
か
け
て
い
た
民
を
救
済
さ
せ
よ
う
と

注
二

す
る
意
磁
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
、
諸
侯
の
要
求
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
…
志
子
の
主
張
す
る
仁
が
一
元
来
、
宗
法
制
の
中
か
ら
生

注一一一

れ
た
出
縁
関
係
に
本
づ
く
倫
壊
で
あ
っ
て
、
そ
の
仁
を
抜
大
し
て
一
大

下
の
関
係
ま
で
も
律
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
問
題
が
あ
る
。
そ

し
て
、
仁
を
紛
幣
と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
は
利
と
い
う
綴
念
の
入

り
こ
む
絵
地
は
限
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
仁
と

利
と
は
、
本
来
的
に
矛
臆
す
る
概
念
で
さ
え
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
蛍

時
の
諸
侯
は
と
い
え
ば
、
宗
法
制
度
を
打
破
し
て
、
仁
に
代
る
利
に

主
匁

よ
っ
て
新
し
い
秩
序
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
が
、
一
五
子
の
説

く
に
政
が
、
務
侯
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

で
は
、
彼
の
主
張
は
、
常
時
の
諸
侯
に
と
っ
て
何
ら
の
魅
力
も
輿

え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

梁
葱
'
主
下
に
、
都
穆
公
と
混
子
と
の
次
の
よ
う
な
掛
話
が
、

れ
て
い
る
の

郷
輿
魯
問
問
っ
穆
公
開
回
、
五
印
有
司
死
者
一
一
一
入
、
市
民
英
之
死

也
c

訣
之
期
不
可
勝
誌
、
不
談
、
別
疾
競
其
長
上
之
死
琵
不
救
、

知
之
町
刊
誌
可
号
》
孟
子
針
呂
、
凶
年
銭
歳
、
一
一
石
之
氏
、
リ
ザ
京
一
弱
一
蒋
乎

潟
祭
、
社
者
一
散
部
之
四
方
者
、
幾
千
人
八
日
矢
s

一
山
一
石
之
倉
箆
賞
、
府

庫
充
、
有
司
英
以
告
。
是
上
侵
而
残
下
也
。
・
:
・
君
行
仁
政
、
斯

民
毅
北
ハ
上
、
死
其
長
突
。

こ
こ
で
孟
子
は
、
即
応
が
諺
公
の
命
に
背
い
た
原
因
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
治
政
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
も
し
穆
公
が
民
に
仁
政
を
施
す
な

ら
ば
、
ょ
に
親
し
み
、
長
の
た
め
に
は
命
を
も
捨
て
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
設
い
て
い
る
。
こ
れ
は
穆
公
に
、
民
を
自
分
の
秩
序
下
に
組

み
入
れ
る
た
め
の
有
力
な
手
懸
り
を
示
唆
し
た
こ
と
と
忠
わ
れ
る
。

し
か
も
こ
の
場
合
、
仁
政
を
行
い
う
る
人
が
君
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、

君
の
み
が
民
生
を
計
う
う
る
の
で
あ
っ
て
、
保
護
・
被
保
護
の
関
係

が
、
仁
者
で
あ
る
君
一
人
と
民
と
の
間
に
成
立
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
こ
に
、
仁
政
な
る
も
の
が
、
宗
法
社
舎
か
ら
生
れ
た
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
後
に
中
央
集
権
関
家
理
論
と
な
り
え
た
可
能
性

、
が
ひ
そ
ん
で
い
た
よ
う
に
思
う
。
(
一
九
六
回
・
ニ
・
ニ

O〉

( 22 ) 

〔
注
一
〕
だ
か
ら
一
氏
」
の
支
持
、
承
認
な
る
も
の
も
結
局
は
孟
子
の
叙
念
的

所
産
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
ニ
と
は
、
民
の
行
局
、
が
も
と
も
と
一
大
の

な
忠
と
い
う
多
分
に
観
念
的
な
も
の
の
兵
強
的
表
れ
で
あ
る
と
い
う
論
理
か

ら
符
劫
γ
一H
A
と
る
4
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
.
江
、
笠
際
に
燕
で
子

噌
と
子
之
の
問
に
群
議
が
行
な
わ
れ
る
と
、
閣
を
鋭
す
行
矯
と
し
て
討
伐
さ

〈
十
四
一
気
下
段
へ
)



め
て
大
と
見
敵
さ
れ
る
つ
そ
し
て
か
か
る

よ
り
関
切
な
ら
し
め
た
契
機
、
す
な
わ
ち
各
章
に
お
け
る
紀

年
義
は
、
今
や
極
め
て
明
白
で
あ
っ
か
っ
大
で
あ
る
c

と
ま
れ
、

こ
れ
ら
は
閥
単
に
上
掲
諸
章
に
の
み
止
ま
ら
ず
、
ま
た
全
戦
闘
策
諸
篇

に
及
ぶ
章
一
一
安
黙
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
っ

〔住〕

1
、
禁
日
、
春
秋
之
後
、
七
関
並
字
、
泰
一
米
諸
侯
、
有
戦
関
策
。
漢
輿

伐
秦
定
天
下
、
有
箆
漢
春
秋
。
故
司
馬
遜
接
左
氏
・
競
語
、
釆
世
本
・
戦
闘

策
、
述
楚
漢
春
私
、
接
其
後
市
中
、
詑
子
一
大
瀧
0

(

鳩
山
川
功
)

2
、
世
木
に
つ
い
て
は
、
孔
頴
迷
が
「
役
本
a

持
病
多
誤
、
其
本
来
必
然
弥
一
o
」

(
鶴
鍬
一
誠
一
也
、
「
今
之
世
本
興
選
一
一
一
口
一
小
問
、
世
本
多
談
不
足
依
援
。
故
社
以
史

記
矯
正
也
o
」
(
川
口
一
判
断
一
「
)
と
批
判
し
た

'mく
ち
そ
の
俸
来
に
疑
義
が
存
し
た

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
今
日
で
は
、
漢
貌
遺
書
紗
(
清
王
漠
総
)
、
幾
締
叢
書

(
情
王
様
編
)
、
械
巌
議
書
(
情
孫
鴻
m持
続
〉
等
所
牧
の
内
容
片
々
、
た
る
瞬
逸

そ
れ
ら
の

(
二
十
三
一
氏
下
段
よ
り
続
く
〉

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
べ
て
い
る
が
(
公
孫
丑
下
)
、
そ
の
討
伐
し
う
る

人
と
し
て
「
第
十
大
東
則
可
以
伐
之
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
権
力
者
に
と
っ
て

い
く
ら
で
も
都
合
よ
く
解
様
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔
枝
一
己
夫
仁
政
必
向
け
縦
界
始
、
経
界
不
正
、
井
地
不
鈎
、
毅
紘
一
小
卒
、
是

故
暴
君
汗
吏
必
惚
其
経
界
、
経
界
既
正
、
分
間
制
称
、
可
坐
市
定
也
(
線

文
公
上
)

〔
注
一
ニ
〕
魚
子
問
、

事
競
走
也
。
〈
離
装
上
)

本
を
見
る
に
す
ぎ
な
い
っ

3
、
制
選
者
、
斗
一
背
信
仰
長
短
設
、
論
戦
留
之
権
襲
、
第
八
十
一
首
0

(

諸
問
一
)

4
、
通
論
戦
闘
特
設
士
一
階
襲
、
亦
向
山
序
其
説
。
凡
八
十
一
首
。

5
、
山
純
一
程
得
「
叫
減
額
策
作
於
蹴
返
考
」
・
向
「
向
上
椀
詮
」
等
、
金
徳
建
「
職
閣

策
作
者
之
推
測
」
(
I
一
一
際
…
四
)
参
照
。

6
、
四
庫
金
一
…
出
総
居
に
、
「
今
考
其
書
、
蜜
宋
銚
宏
校
本
也
o
」
(
官
)
と
あ
る

如
く
、
高
一
誘
注
本
の
蓄
を
留
む
る
警
は
、
宋
の
挑
宏
の
校
本
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
系
統
の
代
表
蓄
は
、
清
の
資
五
烈
が
挑
宏
の
不
備
を
正
し
、
札
一
記

と
共
に
刊
行
し
た
と
こ
ろ
の
刻
川
銚
氏
本
戦
窮
策
(
鱗
熔
…
)
と

Eぐ
れ
る
o

7
、「
E
」
は
西
潟
策
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
史
一
記
秦
本
紀
に
、
「
斡
徴

、
、
、
、
、
、

甲
輿
莱
於
一
束
周
、
一
布
恐
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
束
期
に
お
け
る

事
態
を
停
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

8
、
拙
稿
「
戦
闘
時
代
人
の
生
命
意
識
に
つ
い
て
」
(
紘
一
録
一
散
陣
取
)

( 14 ) 

〈
・
…
本
的
保
e

助
手
〉

毅
親
、
仁
也
。
敬
長
、
議
事
。
(
提
心
上
〉

仁
之
於
父
子
也
、
義
之
於
君
臨
也
:
・
ハ
愈
心
下
)

、
一
殻
に
人
間
針
人
間
の
関
係
で
あ
る
と
設
附
加
さ
れ
る
が
、
そ
れ

が
決
し
て
普
遍
的
一
般
的
人
間
関
係
を
指
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
右
の
例

文
が
よ
く
示
し
て
い
る
。

〔
洋
一
郎
〕
増
淵
龍
夫
、
「
中
間
古
代
の
枇
曾
と
劉
家
1

一
、
第
二
錦
、
官
僚
制
の

成
立
と
そ
の
政
金
的
性
格
、
第
一
サ
ド
ア
政
調
官
慌
の
一
性
格
今
川
…

へ
い
ヘ
パ
「
い
崎
山
間
げ
七
割

ww…L
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